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福祉施設で実践されている
福祉サービスの創意・工夫の取り組み

分でやりながら、陽気で穏やかな様子で毎日を過
ごしていました。
そんな折、Aさんが入居する団地の建て替えが
始まり、徒歩10分ほど離れた別の団地に引っ越し
せざるをえなくなりました。引っ越しが引き金と
なり、Ａさんは混乱に陥ってしまいました。外出
しても家に戻れない毎日で、管理事務所に連絡が
入って所員が迎えに行くこともありました。地域
住民に迷惑をかけることが多くなり、「何とかなり
ませんか？」といった意見が出始めたため、私た
ちは地域ケア会議に相談しました。そこで地元の
医師や民生・児童委員の方々から「本人の幸せを
考えるのが一番大切」という意見をもらいました。
「水・食事・便秘・運動」の改善によって認知
症をケアしようという当法人の方針に基づき、Ａ
さんの支援計画を見直すことにしました。多量の
飲酒による脱水状態を疑い、一部をノンアルコー
ルビールに替え、お茶も絶やさないようにしまし
た。電子レンジを使って調理した手作りの料理を
気に入り、日に日に食欲が増しました。また、デ
イサービスの日以外は毎日歩いて買物に出かけて
いるので、おのずと便秘は解消されました。
ノンアルコールビールによって泥酔の日がなく

なると、表情も明るくなりました。出かけて帰れ
なくなると、「住所札」を周りの人に見せて自分
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利用者のＡさん（女性）は認知症で老人性のう
つ症状があります。保健所から直接お話をいただ
き訪問したのですが、最初は介護を受けることを
強く拒否されていたため、無理強いをせず臨機応
変にケアを進めました。その頃の支援は、週に4
回の服薬管理と身の回りの片づけなどでした。ご
自身の意志では全く服薬できておらず、食事もあ
まりとっていないようでしたが、飲酒量が非常に
多く、ビール中瓶を2～ 3日に1ケース以上消費さ
れていました。その上、泥酔による失禁や嘔吐に
よって部屋の衛生状態はひどく、Ａさん自身も恐
らく数年間、入浴されていない様子でした。
デイサービスに通いだしてからは入浴もできる

ようになり、ヘルパー訪問の回数も少し増えて、
清拭や洗濯、服薬管理や食事準備など、支援内容
も変わっていきました。Ａさんもできることは自

の家を聞いたり、時には家に送ってもらったりし
ています。今では、近所の方々も気さくに声をか
けてくださるようになりました。
問題点を解決するために地域の方々と話し合い、
認知症になっても暮らすことができる地域連携づ
くりにみんなで取り組んだ一年間でした。今後も、
「水・食事・便秘・運動」の改善は続けていきます。
認知症になってもこの街で暮らすことができる
「街づくり」に協力するため、これからもみんなで
力を合わせて頑張っていきたいと思います。

平成21年から23年までの3年間、さまざまな団
体や個人のご協力をいただき、農業による障害者
就労支援を行ってきました。24年度にようやく多

事例発表
1

認知症になっても　
この街に住みたい
社会福祉法人　寿楽福祉会　　　　　　　　
寿楽荘千里山西　ヘルパーステーション

内田　和子　氏　

事例発表
2

福祉と農業による　
地域の活性化を　　
めざす
社会福祉法人　同仁会　　　　　　　　　　
障害者支援施設のぞみ園
園長　浜川　雅夫　氏
参事　戸川　圭夫　氏

2012.9/27
福祉施設の現場では、職員等が利用者への援助・支援において創意・工夫をはかり、福祉・
介護サービスの質の改善や地域の福祉向上がはかられています。こうした質の向上をはかる
ための創意・工夫の実践事例には、多くの福祉施設で活かせるアイデアとノウハウがあります。
本講座では、創意工夫の情報を共有することで福祉サービスの質の向上をはかることを

目的として、高齢者・障害（児）者施設等で取り組まれている実践事例を紹介しました。
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機能型事業所を立ち上げ、営農と弁当の生産販売
を手掛けております。この間の経緯と経験から、
農業による就労支援についてお話しします。
農業を始めるといっても、最初は農地も農機具

もありませんでした。障害のある人を農業の場で
指導できる農業経験者ももちろんいません。まさ
に何もないところからの出発でした。地域の耕作
放棄地や休耕田を活用することになり、初年度は
400平方メートルと930平方メートルの農地を借り
ました。職員や家族会の協力で、まずは草刈りを
しましたが、長年放置していた田畑なので、まだ
作物を育てられる状態ではありませんでした。そ
こで地元の大規模農家に力添えを頼んで大型の耕

こう

耘
うん

機
き

で耕耘してもらい、あわせて種まきもしても
らうことができました。
事業の初年度は、障害のある方5人が最初から

関わり、ハトムギやキビなどの雑穀を主に手がけ
ました。しかし結果は芳しくなく、この農地で収
穫できたのはハトムギだけでした。障害のある人
でもできるだけ多くの作業に関われるように、実っ
たハトムギをひと房ずつはさみで収穫しました。
ただ、もっと作業をやりやすくする必要があった
ため、障害のある方にも使えるような農機具はな
いだろうかと考え、農機具製作メーカーに出向い
て改良できないかと相談しました。農作業を続け
るためには農機具を調達することが必要で、耕耘
機などの農機具を徐々に増やしていきました。そ
の後、米作りも始めるにあたって、水田用の農機
具もそろえていきました。
農業は地域の人たちとの関わりが非常に強いの

で、地域の農業関係の役員や隣接農地の所有者・
耕作者との良好な関係が重要です。また、農地に
は水が必要なので水利権の問題があり、周りの人
との協力は不可欠です。栽培は半年から1年先を
見越して計画を立てますが、天候に左右されてな

かなか予定どおりにいきません。それでも2年目
からは玉ねぎやほうれん草などの野菜も収穫でき
るようになりました。それらを私どもの販売施設
で市価より安く販売したところ、多くの方から好
評をいただきました。その他の活動については資
料①をご覧ください。
地域の活性化を目指して耕作放棄地や休耕田を
起こしたことで、近隣の人たちに大変喜んでもら
いました。現在は、他の農地の草刈りも有料で請
け負っています。農業の担い手不足が課題になっ
ているので、福祉施設が新たな担い手として、農
業の維持管理をするという展望が開けてきました。

当法人における成年後見制度の活用についての
流れは、資料②をご覧ください。当法人の成人利
用者全員が被後見人対象者です。家庭裁判所、家
族会、施設の三者がお互いに理解を深め、重症児
者への理解が得られて成年後見の申し立てが実現
しました。また、NPO法人の理事に弁護士や司法
書士などの専門職が入ったために信頼性が高まり、
外部との協力のほか、実務的にも円滑に行われて
いるのが特徴です。当法人の施設である旭川児童
院と睦学園における成年後見の具体的な状況につ
いては、資料③、④を参照してください。

それでは、NPO法人の設立についてお話ししま
す。家族会では施設と協力しながら岡山県下をい
くつかに分けて地区別懇談会を長年行っています。
その中で話に出るのが「いずれ後見業務が難しく
なる。家族会でその後も引き継いでくれないか」
ということです。家庭裁判所に相談したところ、
裁判所の調査官からNPO法人の設立を勧められま
した。自分で意思表示をするのが難しい子どもた
ちを永続的に守っていくには、永続性のある組織
が必要であること、個人では支えきれないことな
ど、みんなで力を合わせて助けあっていく組織が
必要なことが分かりました。
また、法的に不備なく子どもたちを守ることの
できるNPO法人を作るためには、専門職の方に理
事として加わっていただく必要があると考えまし
た。ただし、主導権はあくまで家族会にあること
など、専門職の方とは書面をもって内部規定を決
めました。そして一人ひとりの保護者に説明して
納得していただきました。施設入所者を利用会員、
家族や親族、活動に参加してくださる方を運営会
員、この会に賛同してくださる方々を賛助会員と
しています。
県の承認を得て21年4月1日に「NPO法人ゆずり

葉の会」が正式に発足し、活動を開始しました。
当会は日常の金銭管理をはじめとする財産管理や、
子どもたちを日常的に見守り、施設との連携を密
にし、緊急のときにも対応できる生活支援も行っ
ています。
また、理事会を2か月に1回開いています。専門
職の方に個人的に相談したり、相続についてや遺
言の書き方などの法的なことの勉強会を行ったり
しています。財産管理は年に1回、利用会員（被
後見人）の資産報告を、税理士のチェックのもと
に家庭裁判所に報告しています。身上監護につい
ては、運営会員同士が助け合い、自分の子どもだ

家族会を中心とした
NPO法人設立による
法人後見への取り組み
社会福祉法人　旭川荘　睦学園
顧問　塚本　季由　氏
NPO法人　ゆずり葉の会
理事長　佐藤　恵美子　氏
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資料⑦

資料⑧

資料⑨

資料⑩

けではなく、病棟の子どもたちは病棟の会員がみ
んなで支えています。子どもの幸せは、施設と家
族が対等な立場で車の両輪のように支え合わない
といけません。ゆずり葉の会は、施設の責任ある
方にも理事に加わってもらっています。
当会の成果と課題を資料⑤、⑥にまとめました。
今後さまざまな問題点や要望が出てくると思いま
すが、子どもたちは重い障害を背負いながらも懸
命に生きています。将来も元気で幸せに生きてい
くことができるよう、安定した運営を継続してい
かなければならないと思っています。

今回、生活保護を受給し当施設に入所されてい
た方が、さまざまな経験を経て自法人内で雇用さ
れた事例を発表させていただきます。
50歳代男性のAさんは、「多重債務状態で、地
域生活が難しくなり、家族も本人の支援を行えな
い」という理由で救護施設である萬象園に入所し
ました。彼の希望は、救護施設で生活を立て直し、
仕事をして地域に戻ることでした。当園では個別
支援計画（資料⑦参照）を策定して、「将来は地
域での生活を目指す」という長期的展望を基に、
支援を提供しました。しかし、支援を続けるうち
に、Aさんは自分で正しい判断ができにくく、何

生活保護受給者を　
自法人にて　　　　
雇用の事例
社会福祉法人　萬象園
救護施設萬象園支援課　　　　　　　　　　　　　　　　　　
作業・地域移行支援　
係長　髙畠　慎司　氏
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らかのサポートがないと地域生活が難しいことが
分かってきました。とりわけ就労支援については、
資料⑧のような状況で困難を極めました。
私がサポートにつきながら職場実習を続けるう

ちに「これを足掛かりに経済的自立ができるので
は？」という認識を持ち、少しでも早く地域移行
するための新たなステップとして、救護施設居宅
生活訓練事業（資料⑨参照）を開始しました。し
かし、仕事とアパート生活を両立させることが次
第に精神的・肉体的負担となっていき、遅刻を繰
り返すようになりました。Aさんは、勤め先に連
絡することができず、パニックに近い精神状態で
アパートに引きこもってしまいました。お互いに、
少しでも早く地域移行するという焦りが先に立ち、
Aさんの環境や能力を総合的に考慮できていな
かったことが原因でした。
そこで、資料⑩のように支援の方向性を見直す

ことにしました。ただし、Aさんにもできる条件
で絞り込んだため、就労支援はそれまで以上に難
航しました。そのようなときに、救護施設厨房で
食器洗いの仕事はどうかという提案が法人側から
出ました。決まった仕事を同じ時間にできる、サ
ポートする人が身近にいる、能力や人柄を理解し
てくれる職場を探しているというAさんの希望と
一致しました。
法人の職員採用と同じように履歴書を提出し、

法人幹部の面接を受けました。その結果、職場実
習勤務を経て、平成24年9月から正式に法人職員
の厨房アシスタントスタッフとして採用されまし
た。今は救護施設を退所し、グループホームで生
活しています。生活費等は、就労で得た賃金と生
活保護費で賄っています。
この事例を通して感じたことを次の4つにまと
めました。1つ目は「長い目で見て実績を積み上げ、
関わり続けることが重要」ということです。生活

のしづらさを抱えている方への支援は、時間をか
けて一つひとつ積み重ねていくことが重要です。
Ａさんが救護施設から退所するまで7年の歳月が
かかりましたが、それは必要な時間だったと思い
ます。
2つ目は「人には支えてくれる仲間やネットワー

クが必要」ということです。Ａさんは、人からだ
まされ助けてくれる仲間もなく、どうしたらいい
かわからない負のスパイラルに陥っていました。
入所時は職員や家族に対してまったく信頼感もな
く、心もすさんでいましたが、支援を積み重ねた
ことにより、人を信頼することを取り戻しました。
3つ目は「自立にはいろいろな方法がある」と

いうことです。働いて収入を得るだけでは自立で
きない方もいます。それは障害であったり環境で
あったり、それぞれ生活のしづらさを抱えていま
す。Aさんのようなケースの場合、すべてを生活
保護費に頼るのではなく、できる範囲で仕事をし
て収入を得るということは、障害の有無や収入の
多い少ないに関わらずできることだと思います。
4つ目は「社会福祉法人の地域貢献の方法には

さまざまな形があり、これから地域福祉の核とし
て活躍できる場がある」ということです。社会福
祉法人は、この事例のようにマンパワーを育成し、
法人内で活躍できる場を提供することもできます。
行政や実施機関と協力しこのような取り組みを
積み重ねていくことは、社会福祉法人が持つノウ
ハウや機能を十二分に生かすことにつながるので
はないでしょうか。自法人内での雇用創出も十分
可能だと思いますし、Ａさんのように本人と法人
の利害が一致し、お互いメリットが生まれるよう
な機会を掘り起こし法人へ提案することも、支援
者としてできることではないでしょうか。

平成15年に施行された支援費制度以降、市町村
が当事者や家族の申請により、サービスの支給決
定を行うようになりました。自らサービスの利用
申請が困難な人や契約に馴染まない人の緊急的な
支援に支障が出たり、自立支援法による区分認定
では従来までのサービス利用が困難になった障害
者も多く、地域で暮らすためには課題が多くあり
ます。障害者の安心安全を守るための支援が必要
ということを考え、栃木県内の障害者関係施設の
団体で話し合ったところ、セーフティネット拠点
事業を立ち上げ、取り組んでいこうということに
なりました。
栃木県には、特有の地域課題があります。さま

ざまな鉄道の終着駅があるため、知的障害者が東
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京や東北などの遠方から意図せず終点にたどり着
き、保護されるというケースがよくあります。また、
栃木県には刑務所や児童自立支援施設などが6か
所あるため、犯罪歴を持った障害者の出所後の相
談が他地域に比べて多くなる傾向があります。
栃木県障害施設・事業協会の事業としてセーフ

ティネット拠点事業と地域定着支援事業を実施す
ることになりました。同事業については資料⑪、
実施状況については資料⑫をご覧ください。コミュ
ニケーション支援（資料⑬）は、例えばコンビニ
エンスストア等に来店した知的障害者の訴えに対
し理解が難しい際、まず店から自治体か警察に連
絡し本人の状況を確認してもらいます。その後
セーフティネット拠点事業所に連絡し、事業所で
は障害者の意図や身元を明確にする対応をします。
また、緊急一時保護（資料⑭）は、遠方から来て
身元の分からない障害者がいた場合、連絡を受け
た施設が地域支援として短期的にお預かりします。
身元が分かった時点で短期入所に切り替えたり、
地元に戻すことになります。警察は罪を犯してい
ないと保護はできませんし、行政には保護する機
能がありませんので、このような支援を行う必要
があります。

年間数件の対応を行う上で周囲の不理解や、関
係性の誤解が障害者を大きく取り巻いていて、よ
り具体的な対応策が必要だと考えました。
セーフティネット拠点事業については福祉的手
立てによって犯罪につながらずにすむケースがあ
りますが、罪を犯してしまった人たちをどう生活
に結びつけるかといったことも、今後私たちが取
り組むべき課題だという話も出てきました。現在、
65歳以上の新規受刑者および矯正施設における
IQ80以下の受刑者が増えてきています。さらに、
刑務所に入ることで自分の生活を守るという累犯
者もまた、増えています。そうした方々には出所
時の帰住先がない障害者が多く、障害者の犯罪、
累犯が問題になっています。帰住先が決まってい
ない出所者は刑務所等が立地する地域でまず対応
するということになっているので、地域において
各関係機関が連携して出所（退所）後の支援体制
が必要ということが明らかになりました。その課
題をまとめたのが資料⑮、⑯で、地域生活定着支
援センターの設置によって、セーフティネットの
ひとつとして司法と福祉をつなぐシステムが必要
だと考えました。
これらのことから、ひとつの法人で対応をする

よりも多くの法人が連携して体制を整えていくべ
きだという考えのもと、種別協として事業を受託
し、栃木県内の県南・県央・県北の各法人から
スタッフを派遣する体制で地域生活支援定着支
援センターを設置しました（資料⑰参照）。周囲
の不理解や関係性におけるさまざまな誤解、そ
ういったものに対してセーフティネット拠点事業
と地域生活定着支援センター双方の取り組みを
通して、障害者の地域生活が少しでも安定につ
ながるよう取り組んでいます。実績は年々増えて
いて、センターとしての位置づけが定着されてき
ている反面、支援が必要な人たちが増えている
という現状を痛感しています。今回の取り組みを

通した、今後の課題とまとめは資料⑱に示しまし
た。

斎藤　以前は貧困と孤立は必ずしも結
びつくものではないといわれていまし
た。しかし現代社会では、社会、隣人、

そして家族とのつながりが難しくなっており、孤
立と貧困が結びついてさまざまな問題が起きてい
ます。今回の５つの事例を通して、これからの時
代に対応するためには地域や利用者に合った「つ
ながる」支援が重要なのではないかとあらためて
感じました。
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